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　第 3 版発刊より 3 年半を経て，
『がん化学療法レジメン管理マニュ
アル』が第 4 版として発刊された．

「がん化学療法で役立つ情報を凝縮
したマニュアル（相棒）」が売り文
句の本書は，がんエキスパートの薬
剤師らが，がん化学療法に携わる薬
剤師のために作成したマニュアルな
のだが，この書評を書いているのは，
腫瘍内科医師であるということにま
ず気が付いてほしい．薬剤師はもち
ろんのこと，がん化学療法に携わる
全ての医療者にとって，実に便利か
つ完成度の高いマニュアル（相棒）
である．掲載されているレジメンは
111 本と増え，それぞれに支持療法
を含む投与スケジュール，投与の注
意点，減量・中止基準，副作用の発
現率，発現時期，その評価観察と対
策などのポイント，さらに薬剤調製，
監査の他，ケアに関することまで，
がん化学療法に必要なほぼ全ての情
報が簡潔にわかりやすくまとめられ
ている．
　お勧めの使い方は，仕事場の目に
つく所に，同じ医学書院から発刊さ
れている『がん診療レジデントマ

ニュアル　第 9 版』と一緒に並べて
おくことである．『レジデントマ
ニュアル』で疾患の概要とエビデン
スに基づいた治療方針を確認する．
そして，化学療法が選択された場合
は，引き続き本書で実際の投与スケ
ジュール，副作用管理の方法などを
確認できる．これは非常に便利であ
る．両書籍ともに同じサイズで不必
要に場所をとらず，類似のデザイン
同じ紙質とビジュアル的にも映える．
これ以上相性の良い本もないだろう
と思う．もちろん，当科の病棟の電
子カルテ端末の上および外来診察室
にも 2 冊ずつ並んで置かれている．
外来では各診察室に置くようにして
はいるものの，時々定位置から持ち
去るやからがいるので，見栄えは悪
いけれど，油性マジックで診察室の
名称を表紙に書いている．これもお
勧めである．本来であれば，白衣の
ポケットに入れていつでもどこでも
使えるようにすべきなのだろうが，
惜しむらくは，ポケット版にしては
常にポケットに入れて持ち運ぶには
少し重いし，厚みがかさばる．だか
らこそ，私的には，仕事場の複数箇

所に置いておくことでうまく活用で
きている．
　本書編集者の一人である佐藤淳也
氏が，「レジメン管理は，抗がん剤
という素材を，支持療法というスパ
イスを混ぜて，いかに上手に完成さ
せるかというレシピです．名シェフ
であるがん専門薬剤師がノウハウを
ふんだんに盛り込んで本書を完成さ
せています」と教えてくれた．熱意
が伝わる．料理では，レシピ通りに
全てそのままに作れば，美味しい料
理が作れる．医療では料理を食べる
人が，治療を受ける患者であって，
彼らはつらい治療であっても，治療
の効果を切に願っている．その思い
の大きさは計り知れない．そんな患
者を思い描きながら作られたからこ
そなくてはならない書籍になったの
だと思う．ちなみに，私は医学書院
に COI はない．
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